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月刊 サンエスウォッチング Vol.98

TOKYO SAN-ESU CO.,LTD.

目移りの時期　「OnebyESU グラベル向けサスペンションフォーク OBS-GGF1.5TH」

● 次回、月刊サンエスウォッチング Vol.99 は 2026 年 9 月11日（金）の配信予定です。

▶︎グラベルライド向けのサスペンション機能が搭載されたフロント
フォークを昨年初頭から経験あるメーカーと共同開発していました。
初動抵抗が少なく軽量でメンテナンス性と耐久性に優れる製品。
コイルスプリングを採用したヘッドショックスタイルとしてカーボンレッ
グで仕上げることを追求しました。

▶︎舗装路と共に、細かな砂利道や細かな凸凹や林道などを時に長時間
走行する環境で安定的に走破できる製品であること。その挙動が一定
で自然であるから路面追随性が高くタイヤグリップを維持しやすく、タ
イヤの太さや低圧に頼らずに、林道を余裕を持って速度を維持しなが
ら走り続けられる。
▶︎実際のライドでそれらの実証を行い、舗装路では猫足的に、グラ
ベルではタイヤ効果以上の楽さを感じる結果となりました。更にバイク
パッキングでの適性や、スチールフォークからの差し替えなら 300g
程度の重量増しで格段に機能性がアップしつつ強度があることなど、
ステップアップの差し替え選択肢に入る製品としてまもなく国内発売を
行います。ステムやハンドルのセッティング追求がどんどん楽しくなっ
て行く筈です。
※詳しくは近日中に OnebyESU サイトなどで発表いたします。

今秋には、世界的な日本のブランドが冠となり、
同製品が海外向けに発売開始されます。

▲左がベースとなったグラベル向けのフルカー
ボン OnebyESU「OBS-GBD1.5TH」フォー
クと今回の「OBS-GGF1.5TH」フォーク

▲フラットハンドル仕様のバイクにテストフォークを
アッセンブルしたもの。現代規格の 26 インチ MTB
を思わせるシルエット。

▲▼ OnebyESU JFF#901 に装 着した二つのパターン。ステムの長さが
40mm 程度違うだけでシルエットも走行感も見事に変わってきます。伴ってサ
ドル位置も変わり、その速度域も見て取れるように想像できます。楽しみの位
置に決まりはありません。

◀︎シクロクロスレースフレー
ムにも装着してテストすると
40mm トラベル付きの肩下
寸法と相まって、アップライト
な楽しさが鮮明に増すことに。

▲︎ 700×50mm の タ イ
ヤを装着できるクリアラ
ンスを持ちます。写真の
装着タイヤは 35mm。

※こちらの画像の表
面仕上げ（マット調）
が製品版となります。

※カタログ表記「OBS-CBSD1.5TH」から名称が変更になります。


